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幼稚園より

11/26金
アドヴェント礼拝

9：4０～

12/3金 9：4０～

9：4０～

9：3０～

9：4０～

10：0０～

9：4０～

12/10金

11/30火
聖書を学ぶ会

12/13月
保護者会クリスマス礼拝

2011年1/7金
3学期始業礼拝

9：3０～2/25金
聖書を学ぶ会
1/21金
幼稚園創立50周年礼拝

12/15水
クリスマス礼拝

（教諭　石橋 エリ）

初等部より

11/26金

11：30～12：30
初等部米山記念礼拝堂

アドヴェント・コンサート

12/3金
保護者のためのクリスマス礼拝

15：30～17：00
青山学院講堂12/20月

クリスマス讃美礼拝

8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂

18：30～
初等部米山記念礼拝堂

11/22月
感謝祭礼拝

（宗教主任　小澤 淳一）

中等部より

12/17金 
クリスマス礼拝

説教　小澤淳一（宗教主任）

オルガニスト　浅井美紀

保護者聖書の会

14:00～15:30
青山学院講堂

10:50～12:00
西大教室2011年1/26水

（宗教主任　西田恵一郎）

礼拝はページェント形式で行われ、聖歌
隊･聖書朗読などあらゆる奉仕が生徒に
よって進められます。

18218218056

CHRISTIANBOOKS & CDsシリーズ ・ 私の教会 シリーズ ・ キリスト教関連メディア紹介

日本キリスト教会

横浜海岸教会

淺見 真人
本部宗教センター事務室相模原分室

　黒船の来航で騒然としていた江
戸時代末期。幕府は現在の開港記
念広場（現横浜開港資料館所在
地）で1854年3月31日に日米和親条
約を締結、調印しました。横浜海岸
教会はこの開港記念広場の隣に位
置し、山下公園・横浜港と連なってい
ます。
  日本人のために建てられた我が国
で最初のプロテスタント教会である
横浜海岸教会。1868年、この地にア
メリカ宣教師Ｓ．Ｒ．ブラウンとＪ．Ｈ．バラ
が石造小会堂を建て、在留外国人
の礼拝所となり、 1872年に「日本基
督公会」と呼ばれた日本で最初の日
本人のためのプロテスタント教会に
なりました。
　毎週の主日礼拝は、第二次大戦
中も1回も欠かすことなく守られてきま
した。受洗者総数は詳細不明です
が、6,000名を下らないものと推計さ
れ、青山学院第二代院長本多庸一
先生も、草創期の受洗者のひとりに
数えられます。
　以前の教会堂は関東大震災で
倒壊し、現在の会堂は1933年に建
てられたもので、全体は、モダン・ゴシ
ック風にまとめられており、1989年、横
浜市の歴史的建造物の認定を受け
ています。
　教会設立出発点となった1872年
の初週祈祷会の折に、J.H.バラから

与えられた聖句は、イザヤ
書第32章15節でした。庭
にはその当時の記念礎石
が飾られ、礼拝堂入口左
側にある「日本基督横浜
海岸教会」の銘板も当時
のものです。また教会堂塔
上から礼拝の開始を知ら
せるチャーチベルは、1875
年に教会堂を建設した
際、メアリー・プラインから
寄贈されたものです。
　このように歴史の重み
がある教会ですが、決して
堅苦しい教会ではありません。日曜
学校礼拝（9：00開始）には幼稚園児
から大学生まで多くの若者が集めら
れ、元気いっぱい賛美の声を合わせ
ています。わたしたちは、毎日食事を
取るように、毎週日曜日に礼拝で説
教を聴くことがわたしたちの魂にとっ
て、最も必要であると考えています。
現在の横浜海岸教会は、改革主
義、長老制をとる「日本キリスト教会」
に属しています。

　横浜海岸教会は、無牧（牧師不
在）の期間を経て、この４月から上山
修平牧師をお迎えしました。10：20か
らの主日礼拝の出席者の中には、現
在、青山学院で学んでいる方や、
OB・OGも少なくありません。大桟橋・
山下公園・中華街・横浜スタジアムと
いったロケーションにも恵まれていま
す。ぜひ一度、わたしたちの教会の
礼拝においでください。お待ちして
おります。

　クリスマス。それはイエス様の
お誕生を祝う喜ばしい日です。幼
稚園では、アドベントの週に入ると
園内に少しずつクリスマスの飾り
が増えていきます。そしてそれぞ
れの学年の保育室では、子ども
たちが作ったアドベントカレンダー
でクリスマス礼拝の日を待ちま
す。2学期最後の日に、年長の子
どもたちがそれぞれの役になって
ページェント（降誕劇）をします。
年中や年少の子どもたちは合奏
をしたり讃美歌を歌うなどして参
加をし、みんなでイエス様がお生
まれになったことを喜び、クリスマ
ス礼拝の時をもちます。
　これからご紹介する絵本は、ア
ドベントやアドベントカレンダー、ツ
リー、リース、クリスマス当日の出
来事、マリア、羊、3人の博士な
ど、クリスマスにまつわることが書
かれています。全部で21の項目
に分かれており、全てに聖句とそ

の項目を説明した文、祈りがあり、
クリスマスの日を待ち望んでいる
様子が感じられます。
　例えばアドベント。この絵本の
中では、ルカによる福音書3章4節
「主の道を整え、その道筋をまっ
すぐにせよ。」の聖句が用いられ
ています。そしてアドベントとは―
「もうすぐクリスマス  ! あと4しゅう
かんでイエスさまのおたんじょう
び。この4しゅうかんはアドベント。
アドベントはやってくること。待って

いる人がやってくる。イエスさまを
おむかえするじゅんびをしよう。お
うちのなかをかざりプレゼントを用
意しよう。でもいちばんたいせつ
なのはこころのじゅんび。さあ、い
そごう ！ イエスさまをおむかえす
るためにじぶんのどんなところを
かえたらいいのだろう。」
　最後は、「主なるイエスさま、よ
ろこびとへいわのうちに　あなた
をおむかえするため　こころのじ
ゅんびをします。クリスマスにむか
う道をあかるくてらしてください。
アーメン。」といういのりでアドベン
トの項目は終わっています。
　優しい言葉で書かれているの
で分かりやすく、また、クリスマス
にまつわる人や物事ひとつひとつ
に込められた意味を知ることもで
きます。
　今年も1年に1度の大切な日、
クリスマスが訪れます。もう一度、
クリスマスの出来事、またそれぞ
れに込められた意味を再確認
し、自分なりの言葉で子どもたち
にクリスマスのことを伝えていか
れたらと思います。

〒231-0021  横浜市中区日本大通8番地 
電話 : 045-201-3740
ホームページ : http://homepage3.nifty.com/yokohamakaiganchurch/

fi l e  Church of Christ in Japan -- Yokohama Kaigan Church

Prier autour de la creche

編集後記
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『かいばおけのまわりで  －クリスマスのいのり－』

貫洞早希子
幼稚園　特別教諭

画　島口暉生氏（校友）

日本キリスト教団出版局　2008年

ジュリエット・ルヴィヴィエ（文）　アンヌ・グラヴィエ（絵）　くめ あつみ（訳）
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当号インタビューで初めて山北先生にお目にかかった｡温かく､ユーモアに満ち､そして
十字架と復活のイエス様の愛に突き動かされるようにお話くださる先生｡学院の教育
方針｢キリスト教信仰に基づく教育･･･｣についてお考えを伺うと｢つまり伝道､ミッショ
ンです｣と仰った｡『だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。
･･･わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる｡』（マタイ28:19,20）学院
においてクリスチャンの教員として神様のご用のために仕える者でいたいという思いを
新たにした。

シリーズ
地の塩、世の光

コイノニア・アカデミー校長
市橋 さら

　２２年間アフリカ、ケニヤの首都ナイ
ロビで家族と共に宣教師として過ごし
てきました。スラムから通ってくる子ども
たちと共に生きる毎日です。
　子どもたちの家は８畳～１０畳ほど
で、その中で煮炊きをし、食事をし、寝
ます。水はポリタンクで買いに行き、ほと
んどの家は電気もなく石油ランプかろうそくです。
　小学校１年生で自分の誕生日を知っている子
はほとんどいません。子どもたちの周りに彼らの
存在そのものを大切に思っている人たちがいな
いのです。親たちは日々 食べるものを確保するこ
とに全ての勢力を使い果たしています。日雇いで
一日３００円から４００円の収入です。マーケットで
野菜を売って一日２００円、運転手をして一ヶ月
７０００円の収入があればスラムでは豊かな家庭
です。売春をしたり、密造酒を作って売っている
親もいます。小学校や、高校を中退して何もしな
いでぶらぶらしている兄、１５、１６歳で子どもを産
んでいる姉たち。こんな環境から子どもたちはコ
イノニアへやってきます。
　「あなたは神様から愛されて命が与えられて
いるのです。神様はあなたの人生に特別な計画
を持っておられます。あなたの中に素晴らしいギ
フト――能力や可能性が秘められているので
す。」これが私たちから子どもたちへのメッセージ
です。
　聖書のお話を聞くこと、先生たちとの日々 の関
わりを通して、子どもたちは愛されていることを心
と身体で感じていきます。
　コイノニア・アカデミーはスラムの中では考えら
れないような、ユニークで、素晴らしい学校です。
日本の子どもたちが当たり前として受けている教
育に近い教育を提供したいと努力しています。

　教科の勉強に加えて、音楽、美術、各種のスポ
ーツをします。それは一人一人の子どもたちが、
コイノニアの全てのプログラムを通して、自分はこ
の世に一人しかいない特別な存在である事を知
るためです。神さまから与えられている、ギフトを
見つけるためです。そしてこのギフトを自分の為
だけではなく、誰かの為に使うときに、その人生が
大きな祝福を受け、喜びのある生涯を送ることが
できると子どもたちは少しずつ知らされています。
　スラムの中には、私たち人間が現代社会で生
きていく中で直面するあらゆる問題が凝縮されて
います。この社会を変えていくのは外からの力で
はありません。多くのＮＧＯがアフリカのスラムで活
動しています。しかし、スラムが無くなった、貧困が
無くなった例はありません。スラムは広がり続けて
います。
　このスラムを変えるのは内側からの力です。コ
イノニアで育った子どもたちが、腐敗を防ぐ地の
塩として生きるときに、暗く希望のないスラムの
人々の心に希望の光として輝く時にスラムは変え
られていくと信じています。
　自分に命と生きる時間をくださった神様の事を
知り、イエス様のように隣人の為に生きる人がこの
世界を変え、スラムを変えていくと信じています。
「あなた方は地の塩、世の光である」とイエス様
は言われました。コイノニアの子どもたちは地の
塩、世の光として選ばれた者たちです。
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　本年7月1日に青山学院は第13代院長
として山北宣久先生をお迎えしました。と
ころで、青山学院の院長はどのような存
在だったのでしょう。歴代院長の働きを通
して考えてみたいと思います。
　第2代院長の本多庸一先生は1890年
から17年間にわたって青山学院を指導
しましたが、この時期は日本のキリスト教
にとって苦難の時代でした。本多院長は
先頭に立ってキリスト教に対する攻撃と
闘い、1899年に文部省訓令第12号で学
校での宗教教育が禁止されると、キリスト
教学校の代表者たちの中心となって粘り
強く政府との交渉を続け、ついにキリスト
教学校の実質的権利を回復させること
に成功しています。
　1913年に第4代院長になった高木壬
太郎先生は、将来的には大学まで設置
する青山学院拡張事業を計画し、実現
に向かって積極的に活動しました。1921
年に高木院長の急死をうけて第5代院
長に就任した石坂正信先生も拡張事業
計画を受け継ぎますが、2年後、関東大
震災によって青山学院が大きな打撃を
受け、拡張計画が瓦解すると、アメリカの
メソジスト教会をまわって支援を依頼し、
青山学院の復興に尽力されています。
　阿部義宗第6代院長の頃は、世界恐
慌や軍国主義強化の影響で青山学院

にとっては大変厳しい時期でした。その
ような中で阿部院長は既存各部の充実
を図るとともに初等教育機関の新設を目
指し、米山梅吉氏の協力で緑岡小学校
（初等部の前身）を設置しています。
　太平洋戦争が終わった翌年には豊田
實第9代院長が就任し、戦後の学制改
革に対応した青山学院の再編成を進
め、新制大学の設置も実現させました。
1960年に大木金次郎大学長が第11代
院長になると、青山学院は大学を中心に
急速に発展していきました。次 と々学部
が新設されて学生数が大幅に増加し、
キャンパスも増えました。大木院長は30
年間にわたって青山学院を指導しました
が、その間にキリスト教学校教育同盟や
日本私立大学連盟などの責任も負い、キ
リスト教学校全体さらには私立大学全体
の発展にも貢献しました。
　こうしたことを通して考えると、歴代の
院長は常に困難な状況の中で青山学院
を守ってきました。また、絶えず青山学院
を発展させる努力をしてきました。そして
仲間のキリスト教学校や私立大学のた
めにも貢献してきました。青山学院が船
であるなら院長は船長であり、時には船
団のリーダーでもあったと言えるでしょう。
　現在は、私立学校に関する法律が変
わったこともあって、院長に求められるこ
とが昔とは違ってきたようです。それでも、
院長は青山学院の「顔」であり、また「青
山学院教育方針」を守っていく重要な
役割を担っていることに変わりはないと
思います。

青山学院の院長

第13代　青山学院院長 山北 宣久

　子供時代の夢は ？
　ディスクジョッキー。放送伝道などで生
かせるとも思って。
　それがどうして牧師の道へ ？
　大学時代、私は何の為に生かされて
いるのかと思った時、幼いころから聞かさ
れていた親の言葉、「おまえはね、本当は
死んで生まれてくるはずだった」がよみが
えりました。生まれた時、へその緒が巻き

ついて死んで当然だったのです。だから
「おまえは、ほんとに命はね、自分で使うも
のじゃない」と何度も聞かされていた。
段々その言葉が大きくなり、牧師として用
いてもらえればありがたいと思いました。

　院長室と園児、児童、生徒、学生、保
護者の間を縮めるための作戦は ？
　たくさんありますよ。院長室に来ても
らってね、来た度にハンコ押して、3回に
なったら景品上げる。そのハンコもただの
ハンコじゃなくて私の顔のハンコ（笑）。

　青山学院の印象は ？
　マイルドな性格の素敵な人たちが多
いですね。マイルドの頭文字Мをひっくり
返してワイルドにすると更にいいなと思い
ます。マイルドとワイルド、両面が必要。イ
エスが「蛇のように賢く、鳩のように素直
に」（マタイ10章16節）と言いました。鳩の
様な素直さと、蛇のような、悪役を上回る
ようなものが必要でしょう。キング牧師がタ
フマインド＆テンダーハートって言っていま
す。そのタフマインドが少し欲しいかな。

　タフマインドとは ？
　自分にとって苦手だな、あるいは近づ
き難いなと思うようなところにもどんどん出
て行き、関係を求めていくということです。
これはやはりタフじゃなきゃ出来ないし、タ
フにされていくのだと思います。礼拝とは
このように「出ていくために集う」というの
が本意。ウェスレー自身も本当に「出て
いった」人じゃなかったでしょうか。

　聖書の中でお好きな登場人物は ？
　ゴリアト（サムエル記上17章）とか！？
ダビデの前に立ちはだかる悪役。この悪
を前に、それを凌駕するものがこちら側に
あるのかどうか問われます。キリスト教教
育というのは愛とか優しさとか赦しとかい
いますよね。でもやっぱり悪に強くなきゃだ
めだ。悪のたくらみの前に、自分の甘さを
本当に思い知らされる時、神の力無くし
ては戦えないっていうことを、ゴリアトの存
在は示してくれます。

　青山学院の教育方針の根幹「キリスト
教信仰に基づく教育をめざし」について
お考えを聞かせてください。
　それは伝道、ミッションです。その意味
で、遠慮しながらキリスト教信仰を言うの
ではなく、もっと確信を持って伝えること、
そしてその輪を広げていくことが大切で
す。宗教センターを軸として信仰における
感謝と喜びを発信していけると思いま
す。自信を持って、との言い方は語弊が
あるけれども、確信を持ちつつ青山の根
にあるキリスト教信仰を、強く太く、伝えて
いきたいと考えます。
　ありがとうございました。

新院長インタビュー

キリスト教信仰を、強く、太く伝える
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このたび、第13代院長に
就任された山北先生に、
キリスト教教育にかける思いなどを
うかがいました。
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高等部より

女子短大より

大学より

本部より

12/18土　
説教　塩谷直也（大学宗教主任）
祝会ゲスト　黄原亮司
　　　　　（東京交響楽団チェリスト）

メッセージ　前之園幸一郎（本学前学長）

クリスマス礼拝

（宗教主任　坂上三男）

青山学院講堂

12/18土　
オルガン演奏、ハンドベル演奏、
聖歌隊の合唱によるメサイア。

クリスマス合同コンサート
14：00～
ガウチャー記念礼拝堂

13：00～14：30
青山学院講堂

クリスマス礼拝

（宗教活動委員　秋富創）

12/17金

11/26金
クリスマス・ツリー点火祭
～降誕を待ち望む礼拝

（宗教センター事務室　平野修一）

相模原キャンパス16：30～
青山キャンパス　17：20～

11/26金　
Ａｒｔ クリスマス Ａｏｙａｍａ

短大
ギャラリー他

教職員新年礼拝

ランチタイム・コンサート

30日

11/29月12:35～13:05
演奏　堀井美和子（大学オルガニスト）

ウェスレー・チャペル

クリスマス礼拝

12/14火 18:00～
説教　及川信（中渋谷教会）

ガウチャー記念礼拝堂

17:30（予定）～
ガウチャー記念礼拝堂

13:00～
ガウチャー記念礼拝堂

オルガニスト養成講座
受講生発表会

12/20月 18:15（予定）～

講座受講の学生によるパイプオルガン
発表会です。

ウェスレー・チャペル

12/16木 17:50～
説教　郷家一二三（坂戸キリスト教会牧師）

ウェスレー・チャペル

クリスチャン家庭に滞在し、現地校で
英語研修、ボランティア、日曜日には礼
拝出席とキリスト教や異文化の体験を
します。また、地元の小中高生とも触れ
合いの時があります。

全学院の礼拝として行います。
どうぞご出席ください。

クリスマスをテーマとした絵画展です。
どなたでもご自由においでください。

12/17金
学院クリスマス礼拝

17:00（予定）～
本部礼拝堂

12/8水

演奏：聖歌隊、ハンドベルクワイア、ゴスペル
（同日、12:30～13:00のランチタイムにも
　　　　　　　　　　コンサートを開催）

18：00～19：30
女子短期大学礼拝堂

クリスマス・チャリティ・
チャペル・コンサート

12/20月

天城山荘
講師　関田寛雄
　　　（青山学院大学名誉教授）

天城・冬の集い

2011年1/28金

3/5土2011年2/11金

2011年1/5水

2011年2/2水

オーストラリア・
クリスチャンファミリー・
ホームステイ・プログラム

（宗教センター事務室　平野修一）

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより

182 182 180 56

大学宗教主任
大宮　謙

ルカによる福音書　　第２章１０、１１節わたしたちの救い主 恐れるな。今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。

意外な知らせ
　先日、家の近くで犬の散歩をしていた時のことです。前
から来た老夫婦が挨拶をして来たので、「会ったことのな
い人たちだなぁ」と思いながらも、反射的に挨拶を返しまし
た。その途端、ちょうど私の真後ろから、「どうもしばらく」と
いう声が聞こえました。実は、老夫婦が挨拶したのは、私の
真後ろの人だったのです。あまりのバツの悪さに、連れてい
た犬を引きずるように、そそくさとその場を後にしました。
　ルカによる福音書に拠りますと、イエス・キリスト誕生の知
らせを最初に聞いたのは、羊飼いたちでした。その時、羊
飼いたちは、ベツレヘム周辺で野宿をしながら、夜通し羊
の群れの番をしていました。すると、突然、天使が現れ、「あ
なたがたのために救い主がお生まれになった」と告げたの
です。この時、居合わせたのは、羊の群れ以外は、羊飼い
たちだけでした。ですから、どんなにおっちょこちょいな羊飼
いでも、間違いようがありません。他でもない羊飼いたちだ
けに向かって、天使は救い主の誕生を告げたのです。
　この天使の言葉を聞いて、羊飼いたちは、とても驚いた

ことでしょう。というのも、当時、羊飼いは、神から与えられた
ユダヤ社会の基本ルール（律法）を、きっちり守ることが出
来ない人たちだと決め付けられて、はじっこに追いやられ
ていたからです。もし救い主誕生の知らせを聞くとすれば、
羊飼いたちは、一番後回しにされて当然だと思われていた
ことでしょう。
　ところが、天使は、エルサレムで毎日のように熱心に礼拝
をしていた祭司や律法学者たちではなく、意外なことに社
会の中で、はじっこに追いやられていた羊飼いたちにこそ、
最初に現われ、救い主の誕生を告げました。
　クリスマスの喜びの知らせは、普段脚光を浴びているエ
ルサレムの「敬虔な人々」にではなくて、ベツレヘム周辺で野
宿していた羊飼いたちに、まず伝えられたのです。このよう
に、目立たない、はじっこに追いやられた存在が、神の愛の
光によって輝く日、それがクリスマスなのではないでしょうか。

恐れを取り除く愛
　孤独や不安を感じる時に、もし「自分たちには救い主がい
て助けてくれる、神は自分たちを見捨てていない」と信じるこ
とができたならば、どんなに力付けられることでしょう。「誰も
自分のことなんか分かってくれない」と思い詰めている時に、

「たとえ人は分かってくれなくとも、神だけは自分のことを分
かっていてくれる、自分には救い主が一緒にいてくれる」と思
えたならば、どんなに心が温められることでしょうか。
　クリスマスの夜、ベツレヘム近くで響いた天使の声は、こ
う言い換えても良いでしょう。
「あなたがたのために救い主がお生まれになった。だから
恐れることは何もないのだ。」
　この天使の声に、改めて耳を傾けたいと思います。クリス
マスは年末の慌ただしい時期にやって来ます。街中には、
様々な声が溢れかえっています。中には誘惑の声がある
かもしれません。あるいは、人を怖がらせたり、縮み上がら
せようとする声も聞こえてくるかもしれません。私たちは、
「天の声」と、そうでない声とを、しっかり聞き分けたいと思
います。天の声からは神の愛が伝わって来ます。この神の
愛によって、私たちは恐れを取り除かれるのです。

愛を届けるクリスマス
　この夏、私は初めてイスラエルを訪れ、ベツレヘムにも足
を伸ばしました。生誕教会では、イエス・キリストが生まれた
とされる地下の場所に印が付けられ、大勢の人々が長い列
になって、その場所で拝む順番を待っている姿が印象的で

した。それにも増して印象に残ったのは、ベツレヘムへの行
き帰りの検問所の様子です。エルサレムからベツレヘムまで
は、距離的には１０キロほどですから、決して遠くはありませ
ん。でも、ベツレヘムがパレスチナ自治区の中にあるために、
パスポートを見せて出入りすることになるのです。文字通り
の隔ての壁が、そこにありました。銃を構えた兵士が検問所
にいて、少しでも不審な動きをする人がいれば、銃を突きつ
け、怒鳴り付け、押さえつけようとするのです。
　恐れは人を身構えさせ、壁や囲いを作らせます。しかし、イ
エス・キリストは何とも無防備な赤ん坊の姿で、この世に生ま
れてくださいました。羊飼いたちは、赤ん坊姿の御子イエス
を飼い葉桶の中に見付けて、大喜びしたのでした。自分たち
の見聞きしたことが、天使が話したとおりだったからです。
「今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生ま
れになった。」
　これは、愛に満ち溢れ、人の心を和らげ、勇気と希望を
与える言葉です。実に、神は、私たちを愛してくださり、イエ
ス・キリストを救い主としてお送りくださいました。だからこ
そ、私たちは、恐れずに、生きていくことができるのです。救
い主によって示された神の愛を一人一人が受け取り、ま
た、人々に、この神の愛を届けるクリスマスを迎えましょう。
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幼稚園教諭
鈴木 法子

Let it be

　学生時代の一時期、フランシスコ会の修道院で聖書
の勉強をしていたことがあった。フランシスコ会訳の聖書
を司祭と２人で読み、祈り学ぶひと時は、若かった私にと
って日常とは時間の流れ方の違う時だった。
　クリスマスも近づいたある勉強会の時。いつもの部屋
に入ると、司祭が“Let it be”を口ずさんでいた。“Let it 
be”　という言葉は、神の子の受胎を告げに来た御使いの
ガブリエルに、マリアが言った言葉である。

When I find myself in times of trouble

Mother Mary comes to me

Speaking words of wisdom,

Let it be

And in my hour of darkness

She is standing right in front of me

Speaking words of wisdom,

Let it be.

Let it be, let it be
 
　歌が終わり、「お言葉どおり、この身に成りますように。」
（ルカによる福音書１章38節）というマリア、そしてクリスチ
ャンの態度について話が進んでいくのかと
思っていたのだが、司祭は、この曲がビー
トルズの解散近くに作られたものであり
解散への意識という背景がなけれ
ば生まれなかったと言われている
こと、ほかの多くのビートルズの作
品と同様にこの歌もレノン=マッ
カートニーによるものであるが、
ポール・マッカートニーは母親
を早くに亡くし、その名前は
Maryであったことなどなど…
を語った。いつもよりも時間が
長く、修道院を出た時には日はと
っぷりと暮れて寒かった。司祭はビー
トルズ・ファンだったのかもしれない。
　クリスマスが近づくと“Let it be”
を口ずさみたくなる。そして、茶色
い修道服を着た司祭のことを思
いだす。  

いよいよ、一年でいちばん楽しい季節がやって来ます。皆さん、準備はいかがでしょうか。
クリスマスを迎える気持ちを各部の方につづっていただきました。特集  待ち望んだクリスマス

説教

大学文学部　心理学科４年
鈴木 亜由美

The Never Ending 
Christmas

「クリスマスにちなんだ内容
で文章を書いて欲しい。」
そう先生から依頼されたとき、真
っ先に頭に浮かんだのは２年前
のクリスマスだった。
　大学2年生、20歳のクリスマ
スはその後の人生を決定的に
変えた1日だった。12月25日。ク
リスマス当日の洗礼式は今も記
憶に鮮やかだ。この日は美しい
日で、風が気持ちよく青空がどこ
までも広がっていたのを覚えてい
る。緊張とワクワクで前日の夜は
眠れなかった。11時から始まる
洗礼式より1時間も早く着いてし
まい、入念に自分がスピーチする予定の英文をチェック
した。私が通う教会はインターナショナル・チャーチで、
大学からほど近い表参道にある。公用語は英語。大学
に入学するまでキリスト教に触れたことはなく、海外経
験も皆無な私にとって、一生関わることのない場所だと
思っていた。
　礼拝堂に入ると奉仕者が洗礼式の準備を進めてい
た。最前列にパスター（牧師）と並んで座り、念入りに最
後のチェックを行なった。あとは楽しもう、そう言ってパス
ターはアメリカ人らしく軽快に笑った。神様に緊張とワク
ワクする気持ちを祈っていると、ふいに肩を叩かれた。
振り返ると所属する青山キリスト教学生会（通称ACF）
のメンバーがいた。１年生のころから、一緒に活動して
きた仲間たちだ。もしもACFの存在がなかったら、クリス
チャンになろうなんて全く考えなかっただろう。
　学院での日々 を共に過ごすなかで、彼らの信仰の姿
は私にとって何よりの証だった。「この人たちのようにあ
りたい」という気持ちが、自然と洗礼を受ける決意に繋
がっていったのだと思う。
　この日、私はクリスチャンになった。尊敬してやまない
パスターから最高の日に洗礼を授けてもらった。一生忘
れられない特別なクリスマス。あれからたくさんの月日が
流れて、あの頃の私と、今の私の向いている方向は同
じではなくなったけれど、この季節がやって来る度、あの
日に引き戻される。これから何回、何十回とクリスマスを
経験するなかで、あのクリスマスだけはいつまでも色褪
せず、永遠に繰り返されていくだろう。

初等部3年
小澤 眞有

私のクリスマス

　11月の終わりに、大学のロータリ
ーのヒマラヤスギの木がクリスマ
スツリーになって点火されると、クリ
スマスまであと4週間になります。クリス
マスはイエス様がお生まれになった日です。
寒くてもう暗くなっている夕方にクリスマスツリ
ーが点火されるとまわりがぱあっと明るくなっ
て心があたたかくなってきます。礼はい
堂でも、点火祭からクリスマスまでの間に
毎週一本ずつ、ろうそくに火がともされていきます。火のと
もったろうそくがふえていくたびに、楽しみに待っていたクリ
スマスが近づいてくるのでわくわくします。
　そして、12月20日、初等部ではクリスマスさん美礼はいで
ページェントをします。ページェントでは初等部生、先生方、
お父様、お母様、おじい様、おばあ様、そつぎょう生の方た
ちが全員でクリスマスをおいわいします。さん美歌を歌っ
て、三年生から六年生で笛の合そうをして、ぼくし先生の
お話を聞きます。私は三年生になったので今年から笛をふ
きます。一、二年生だけで歌うさん美歌もあります。
　私のお父さんが初等部生だった約30年前から、ページ
ェントは全ぜん変わっていないそうです。イエス様が生まれ
た日には、クリスマスツリーもケーキもなくて、天使から知らせ
を聞いた羊かいと羊たちが一番初めにおいわいにかけつ
けました。クリスマスにはプレゼントをもらって喜んだりするだ
けではなくイエス様のたん生を心からおいわいし、感しゃす
る事がとても大切だとページェントを見ているとよくわかりま
す。私のお父さんも同じページェントを見て、私と同じ気持
ちになったのかなと思いました。
　ページェントのさい後に「もろ人こぞりて」を全員で歌いま
す。このさん美歌を歌うと元気な気持ちになるので私はとて
も大きな声で歌います。全員の声を合わせるととても大きな
歌声になるので、きっとイエス様も喜んで下さると思います。
　クリスマス礼はいの後、教室にもどってから私たちはクリ
スマスケーキをいただいて帰ります。家に帰ってから家族
でおいのりをして、おいしいケーキをいただく事がうれしく
てたまりません。世界中の人がこのうれしい気持ちを同じよ
うに持てるといいなと思います。
　私たちが毎日元気に学校に通えて、おいしい食事を食
べられる事を神様に感しゃします。イエス様がいらっしゃっ
たので、私は神様に出会う事ができました。いつも私たちを
見守って下さっているイエス様にありがとうございますの
気持ちがつたわるクリスマスにしたいです。

中等部３年
浅野 里奈

優しいともしび

　「今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生
まれになった。この方こそ主メシアである。」

　私の家のクリスマスは、毎年感謝祭に続き、クリスマスカ
ラーに家中を飾りつける事から始まります。アドヴェントクラン
ツに灯りをともすと、一年で一番大切な時が始まります。準
備が整う頃、まず聞こえてくるのは歌が好きな父の歌声。そ
れに続いて家族みんなで大合唱になるのがお決まりのパタ
ーンです。
　私は一歳の頃から教会に通い始めました。幼い頃は両
親に抱きかかえられて、礼拝やキャロリングをしていたそう
です。家族や聖歌隊と共に讃美歌を歌いながら、暗い夜
道を歩くさまは、まるで荒れ野を旅しているかのような気分
でした。私の目的地は、教会で礼拝を守ることの困難なご
年配の方の家でした。そんな時、幼いながらも感じたのは、
イエス様を身籠ったマリアとヨセフが荒れ野を旅する中で、
灯りのともされた一軒の宿屋を見つけた時、どんなにありが
たく温かな気持ちになったであろうか？ と言う事でした。
　イエス様が「インマヌエル」と呼ばれたことは有名です。
聖書の中には、365もの名前が見出されるそうです。１年の
うち毎日様々な名前が与えられたという事になります。イン
マヌエルとは、「神があなたとともにおられる」という意味で
す。この名付けの意味からも、クリスマ
スはイエス様の事を考えるべき時、い
つも共にいてくださることを感謝す
る日だと思います。
　みなさんにとってクリスマス
はどんな時ですか？
　私にとってクリスマス
は、神様の愛を一番身近に
感じ、心新たに生まれ変われ
る時、そしていつもより優しい気
持ちになれる時のような気がし
ます。
　今年も心に灯りをともし、神
様がともにいてくださる事を覚
え、かけがえのない家族や友達
と、讃美歌を大きな声で歌いたい
と思います。
　さぁ、クリスマスの本当の意味を
心にとめ、みなさんでイエス様のご降
誕をお祝いいたしましょう。

高等部2年
堀内 鷹矢

Endless Road
～the day decided
 　　to be a Christian～

　みなさんにとってのクリスマ
スとはどのようなものでしょう
か。教会に行ってみたり、好きな
人や家族、または気心の知れた友
達と過ごしたり、一人でクリスマスの
雰囲気を味わったりなど、どのように
過ごすとしても12月25日という日はど
こか特別な時だとみなさん感じると思
います。自分にとってもクリスマスは１
年の中でとても大事な日です。
　自分は中学受験をして青山
学院中等部に入学しました。もち
ろん青山学院がキリスト教の学校と知っては
いたものの、宗教など一切関わらずに生きてきた自分には
正直礼拝の時間や聖書の授業など退屈でしかありません
でした。また、キリスト教の学校であるからなのか、「毎週日
曜日は教会に行きましょう。」と教えられました。キリスト教の
ことなど何も知らずに入学し、何も知らないまま教会に足を
運んだ自分でしたが、今となってはこの時から神様からの
お導きがあったように思います。
　教会には友達が数人いたので遊び感覚で通えました。
それからは、毎週と言えば誇張になりますが、暇な日曜日は
教会に通うようになりました。当時キリスト教の知識など全く
なかった自分であるにも関わらず、神父様を初め、教会の
方々がみんな優しく接してくれて、とても通いやすい場所で
した。そんなこんなでちょくちょく顔を出していた自分だった
のですが、友達に「クリスマスのミサは本当に綺麗だから
一回来てみたら？」と誘われ、多忙だったクリスマスの日の
予定の合間をみて教会に行ってみました。すると、普段とは
全く違い、たくさんのキャンドルが光っていて、とても感動し
たのを覚えています。そして、この日神父様と話していた際
に「クリスチャンとして人生を歩んでみたら？」と言われ、
「洗礼を受けてクリスチャンになろう。」と決心しました。そし
て、イースター（復活日）に洗礼を受け、クリスチャンとしての
新たな人生を迎えました。自分にとってクリスマスとは洗礼
を受けるきっかけとなった日なのです。
　イエス様は自分の人生において“北極星のように動か
ず、常に自分のことを導き、また見守ってくれている”そんな
存在です。みなさん、せっかくキリスト教を学べる青山学院
に通っているのだから、イエス様がお生まれになったクリス
マスなどは教会に行くなり、なにかキリストを身近に感じて
みてはいかがでしょうか。

女子短大教養学科2年
荘司 奈々

それぞれのクリスマス

　日本ではあまり馴染みのないアドヴェント・クリスマス。私
もアドヴェント・クリスマスの存在を初めて知りました。アドヴ
ェントには、「到来」「接近」「出現」などの意味があります。
キリスト教においてアドヴェントは、イエスの第一の来臨（降
臨）と、 第二の来臨（再臨）を祝うクリスマスの大切な行事
となっているそうです。アドヴェントとは12月25日の4週間前
の日曜日から24日までの期間を指すのでアドヴェント・クリス
マスはクリスマスに向けての準備を始める期間に当たりま
す。アドヴェント・カレンダーなどというものもあり、子どもたち
がカレンダーを自分で作ったり買ってきたりしてカウントダウ
ンを楽しむ国もあるそうです。子どもたちにとってクリスマス
はとても大切で楽しみにしているイベントなのですね。私も
小さいときにはどんなプレゼントをもらえるだろう？　サンタク
ロースが私の家に来なかったらどうしよう？とドキドキしな
がら迎えていたのを思い出しました。
　世界中には様々なクリスマスの過ごし方、様式がありま
す。家族でパーティーをしたり、プレゼント交換をしたりす
るのが一般的なクリスマスの過ごし方であると思います。
私の家でも同じように過ごしています。しかし、世界には
貧困や紛争が原因でクリスマスを祝うことのできない子
どもたちがたくさんいるということを忘れて
はなりません。こうして私たちが幸せに
クリスマスを過ごすことができることを、
当たり前のことだと思ってはいけないと
思います。幸せにクリスマスを過ごす
ことができるのは日本が平和であ
る証なのです。世界中の人が笑
顔で、何の争いもなく、幸せなク
リスマスを迎えられる日が来
ることを祈ります。
　青山学院にとってのクリス
マス礼拝は、神によって建てられて
いる学校であることを感謝し、神の
誕生をお祝いする大切な行事で
あると思います。クリスマスツリー
はとても美しく、本学の生徒だけ
でなく、毎年学院の外を行き交う一
般の方をも魅了していると聞いてい
ます。点火祭もとても感動的な行事だ
そうなので、ぜひ参加させていただき
たいです。クリスマスを待ち遠しく思い
ます。

Special issue : Christmas is coming
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